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A20 中性子照射によ bビスマス中K生成されたUlto<D分離法の検討
210 studies on七heSeparation of ~~vpo from七heNeutron Irradiated Bismuth 

+日本原子元研究所

骨図書菱重審議究所
矢島聖使+ 0工藤 5~lj * 
Seishi Yajima， Kiyosh1 Kude 

ピスマスを原子炉で照射したときできる冨l~O <D個体気体反応や、ピスマス冷却剤中からの市poの

速続除去念どの研究を行うためには、1I0p0 の分離測定法を確立してかかねば念ら念い。今回はよ記

目的の基礎として、ピスマス中の IIj>0 の分能測定法について最も単純なテルルKよる共沈法を検討

した。

α費十数用の試料調整 a昔十数は試料溶液(HNC塩酸性)0.1""を測定板にと b、赤外線ランプで蒸

発乾回したものを、比例計数管κよって行った。アルミニウム、鋼、ステン νス、白金、鋼板に銀b

よび金メツキをほどとしたもの、アルミニウムを漫 HNOaで処理したもの念どを測定厳に用いたが、ス

テンレス、白金以外の試料板では何れも蒸発乾聞の途中マ金属表面が侵され、再現性が悪<.との目

的のためKは使用するととができ念かった。ステンレスと白金が測定板として用いられるが、白金で

は付着したI10p0 が通常の化学処理で完全K除去するととができず、数事6の UOp0 が残 b不適当であ

る。ステンレスが再現性もよ〈、安価で最も有効である。表面のよくみがかれたステン V ス板を石け

ん水絵よび蒸留水でよ〈洗浄し、試料のクリーピングをふせぐため、 γ リコングリスの 1~ペ Y ゼン

溶液を一様K塗布したものに試料液 0.1・4 を採取し、温度 50.C で蒸発乾聞する方法が a計数のため

の試料開製法として最もよい方法である。念会、テルル、ピスマスかの訟の 220μら併、 30μf，M程度

までは UOp0 の自己吸収は臨められなかった。

テルルによるZ1!>Oの共沈 種々の条件でのテルルによる 210p0 の共沈状況Kついて検討した。

ZIOp 0 $>よびテルルを含む HC1溶液IiCSnOJ.!を加えて、テルルを還元する。ロ別したテルルを熱波

HNOafl(溶かし、一定容として放射能測定を行った。その結果、 1N-HOJ.酸性では1I0p0 が 9B ~共沈

する。酸の渡度が増すと共沈率は若干減少する。ピスマス 5~が共存するときは UOp 0 の共沈率は

9 2.5~ と念る。 Po の捕集Kは還元弗j として BnoJ.aを用いるのが最もよいo NH 2NHfでは MPo の共

沈率はわずか 1係である。したがって、 NHlNH2はむしろテルルと1I0p0の分離に有効であるo S 02 

では気体の発生速度が一定に念 Pにくいため、再現性のある結呆は得fI(< ~、共沈率も Bn 011よP低

下する。以上の実験結呆から 21~ 0 の分離測定法としてつぎの操作を磁立した。

1. 試料を溶かし、 6N-HCJ.溶液とする。 2. 十分量のテルルを加え、 SnCHを用いて還元する

3. 沈肢が凝縮するまで加熱し、 30分放冷する。 4. 沈般をロ過し、充分洗浄したのち、濃町03

k溶かし、一定容にして、放射能測定を行う。

原子炉 J R R - 1で照射したピスマスについて本操作の適用を試みた。
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A24 中性子照射酸化トリウムよ tU-233の単様

Isolation of U-233 from Neutron-Irradiated Thorium Dioxide 

日本原子力研究所 石議富太皇s 0渡辺賢薄 木村 事事

Tomitaro Ishimori， Kenju Watanabe and Kan Kimura 

酸化トリウムをJ"RR-lで 11 週間照射し、約 57月冷却したのち、生成した U-233 を、

溶媒抽出法によ bトリウム、および1'11.- 233から分磁し、イオン交換樹脂法により精製した。

照射した酸化トリウムに、微量の弗化ナトリウムを含む濃溢酸を加え、還流しながら加熱して溶

解した。照射トリウムの 4-6野塩酸溶液から、 1%トリプテフオスフインオキシドートルエン溶

液で数回抽出を行えば、トリウムは水相(i1:残担、1'11.-233 と U-233 は有機穏に移る。次陀と

の有槍相をフッ化ナトリウムを飽和した 4-6N塩酸溶液で数回t発事。フッ化ナトリウムを飽和し

た塩酸溶液と 1%Tlll'O との簡の分配事は、プロトアクチニウムでは、塩酸のみからの抽簡の場

合に比べて、著し〈小となるが、ウランにおいては、;j:沿比較的高 tρ値を保つ。したがって数回洗

舎ととによって、1'a.-233の大部分は水相(i1:移るが、 U-233 は有機栴に残る。i]-233 の

逆抽出は、約 4N酢酸でおとなった。最後に U-233 cl)酢酸溶液を、 0.02M のフッ化ナトリウ

ムを含む 0.1N 塩酸溶液に変え、購イオン変換樹脂陀よって精製した。 0.02M フッ化ナトリウム

ー0.1N 塩酸の約 50meで樹脂を洗えば、1'11.- 233 は殆んど除かれる。 2N塩酸 15mi(i1:より、

U -233 を溶醸した。

得られた試料は、 αスペクトロメトリーによ担、エネルギーを測定し、 U- 233 であるととを

確めた。
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ßi 帯附近に Po-~ ヒ考え

E D T A 1ま各枚程少離
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(凶Rι)帯と役者にともむう磐炭帯と在牢莫によって認め花。 これうのえ，~生 li 非活，1生核瑳

による発色帯域の追跡 ラゲウム試料にあ、ける h帯の位置むどによった，

以上の各実験の pH年f:j=， 通r駐日寺印， 共存物むと"の革~If についてしらべ托ところ述べると
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A27 塩化へキサアンミンコパルト(船によるウラン仰の定量

Det・rmi且at10nof Uraniu皿(VI)w1th Bexa且m1nCobalt(III) Chlor1de 

日本原子力研究所 上野馨 O弦巻一郎

Ueno Kaoru Tsuru且ak1 Ich1ro 

ウラン仰は硝酸イオンを含む中性または弱アルカリ性の炭酸アンモユウム溶液の中で塩化ヘキサア

ンミンコパルト(1)と反応し次式によタオレンジ色の沈波を作るの

〔口o ( 鵬 )6)3+ + N03 + (U02 ( 口03)5 t 一{い〔印00叩…6)川m附 zい)トzバ山〔肘UO…D
とのt沈t語濃要Uに亡よる重量f分ト析法は 1958年 N. J"iber1v によって報告されて wる。

演者らは、との反応を利用し、つぎのよラな方法によ bウラン仰の定量を行ったo 0.05.M炭酸アン

モニウム，硝酸アンモ=ウムの混合溶液の中でウラン仰の炭酸鎗塩と塩化ヘキサアンミンコパルト(1)

を反応させ { (00 (NHS) 6 )N03 h (U02 (0叩 5)'3H2 0 の沈波を作る。 ζ の洗澱は 1-6岨酸に

容易に溶解し、 473mμ に極大吸収をもっオレンジ色の溶液になる。 473皿μ@吸光度を測定して比

色分析により1.0-10.0呼のウラン仰を:t2%の誤差で定量した。 473mμ の吸光度は塩化ヘキサア

ンミンコパルト(1)の濃度だけに比例するので検量線は標準ウラン溶液を用iI"ずに試薬だけでできる。

またとの沈澱を 1N塩酸(Ir;溶解し、水酸化アンモニウムで中和して、炭酸アンモニウムの存在してい

るととろで硫化ナトリウムを加え、硫化コパルトの沈波を作りウランとコバルトを分自躍する。硫化コ

パルトを硝酸コパルトに変え希塩酸で拍出し、分離されたコパルトをチオシャン酸溶液から塩化トリ

メチールフエュールアンモニウムを用wて発色c;せクロロホルム層に始前し 620mμ における殴光度

を測定する。コパルトを比色定量し間接的(Ir;0.025-0.50勾のウランを土 2%の誤差で定量した。

最後(Ir;6000 でラベルした塩化ヘキサアンミンコパルト (II[)を用w放射分析により 0.02-0.50時白ウラ

ンを:t5%の誤差で定量した。

共存イオンによる妨害の程度をアルカリ土類，鉄(1)，コパルト (1)，銅(1)，カドミウム (H)，トリウム

仰などりイオンを用いでしらべた。その結果多量のカドミウム (U)銅がわずかにウランの定量に妨害を

あたえるととがわかった。したがってウランの定量の前にカドミウムおよび銅を分離してお〈方がよ

し令。

ζ の定量法は比較的簡単な操作で短時間に分析ができ、他のイオンの妨害を受けるととがす〈なν、
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A28 ネプツニウムの HDEHPー鉱酸系における行動

Distribution of Xeptunium betweeョHDElIPand Hi nera 1 Aはくi3

日本原子力研究所 中村永子

E':'ko ~~J母国lra

HDEHP※抽出における 4価、 5価、および 6価ネプツニウムの行動をしらぺた。同時にウラン.

トリウム.プロトアクチ=ウム.ジルコニウム等の抽出行動もしらべて比較検討してみた。その結

果から、ネプツニウムの HDEHP 錯壊がどのよ舎なものであるかを推定した。

ネプツ=ウム・トレーサーは、 tRR-1で照射したウラン化合物から、 Np- 23 9 を分離精

製した。

4. 5. および 6価ネプツユウム・トレーサーの調製は、前報(Bu].]. Ohem. SOO. J"a.pa.n 33. 

702(1950) )にのぺた方法にしたがって、適当な酸化還元剤を用いて行った。

4価ネプツユウムは、塩酸溶液、 5価と 6価は過塩素酸溶液と HDEHPトルエン溶液との関に分

配させて、有機相、水稲のネプツ=ウムによる放射能を、ガンマ線によ b測定し、 Kd億をもとめた。

その Kd{直の aOid-dependenoeおよび so].ven七 dependenoe をしらぺた。

とれらの実験絡果を、他の元棄の行動と比較し、次のよラなととが分った。 6価ネプツニウムは

ウランとよく似てお b、その鎗塩は、 NpOZA4H4( AはHDEHP陰イオン)であるらし w。

4価ネプツ ι ウムは、ジルヨ品ウムとは似ておらず、やはりアクチニド元棄に属するトリウムと

類似した NpA2(HA2)2として、抽出されるらしい。

5価ネプツユウムは、プロトアクチュウムとは金〈異なった行動を示した。

※ ピス(エチルヘキシル)水素.リン酸
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822 
活性炭による放射性希ガスの相互分離

The Sep日同ionof Radioaotive Fission Rare Gases by七heUse of Charcoal 
ChromatographY 

日本原子力研究所 中井敏夫矢島聖使市披純雄 O半田祭男

化学部 Nakai Toshio， Yaji皿Se:i.shi，Iohiba S凹 10，Handa Muneo 

原子炉、インパイルループ、燃料再処理にかける燃料の溶解等の際排出される廃気よ b放射性希ガ

スを分隊精製する先め、活性炭による放射性希ガスの相互分離κついて研究を行った。キセノン、ク

リプトン、アルゴンの追跡子としてそれぞれキセノンー 133(半減期 5.2日)、クリプトンー 85・

(半減期 4.4時間)、アルゴンー 41(半減期1.8時間)を用い、担体ガスとしてはヘリウムを使用し

た。用いたキセノンー 133、クリプトンー 85・は微粉末の 2酸化ウランと天然黒鉛を重量比で 1対

10~混合したものを JRR-1原子炉で中性子照射を行ったのち、各 k の希ガスの存在比が最大と念る

まで、す念わちキセノンー 133の場合は 5日、クリプトンー 85・の場合は 113冷却する。その後担体

ガスであるヘリウム気流中で約 800"0~加熱して、黒鉛中 K捕獲されている核分裂生成物からそれぞ

れの希ガスを分離した。アルゴンー 41 は天然に存在するアルゴンガスを中佳子照射しω'Ar(n・r) 4l.Ar 

、 。反応で生成した。得られた各 k の放射性希ガスを一定量の活性炭層K吸着させ、活性炭層へ温度、

担体ガスの流速等の条件を変えて、各希ガスの活性炭層よ hの溶離曲線をもとめ、希ガス相互の分離

の最適条件を決定した。溶離幽線は一定時間どとに活性炭トラップをと bかえて、活性炭層よ b脱着

した放射希ガスを 256チャネル、ガンマ線波高分析器で測定してもとめた。

その結果分離の条件としては、使用した活性炭 H、ヘリウムの流速 50-.1/岨の場合分離時間を 5時

間としたときのキセノンとクリプト yの分離の最適温度は一 50・c、クリプトンとアルゴ Y はー100・c

であった。また本実験よ b 得られた結果は、 WoE.Brown1ng~ よぴ C.C.Bo l. ta によって得られた希

ガスの活性炭層への保持時間κ対する実験式の結果ともよく一致した。

以上のように活性炭によ b分離した放射性希ガス Kは不純物として水索、 st紫.炭化水素等の気体

が含まれているので、さら K精製過種~~いてとれらの気体を除去し、比放射能の高い希ガスを得る

ととができる。
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NHI/-OGOιHJ 0.1 N I sooγI 1 五パ /61-怖心 16411'-"'-I “… 
NH'teJWCff J 0， 0.25" N ρ| シ I 30 I /19 ♀ゲ

イコ才 γ

50; + HS-

SOJ 

I 50s十吋 5

i's.O;-t-SO九ヲ5

.sn 06 

HS 

NHIj.OCOCH.l 。‘ 1N 。 86 62 

(NHI/-)2 COJ O. j N 

(NH~)之乙OJ 0‘05" N 

NH今O乙0(.1-13 o，025N 

。 89 斗0

NH4-Cl 0、025N I I 11占 I/1/-9 汀

NH40fl O，O.lN -t (NH4). CO~ ωS-NI ' ιI 20 I /6 Lf I 20 

以上の修史a: t !: k して J告す 4ヤ勺定号在行い.中食量皆保 t永、め伝.

NH~ Cι 

NH4-C[ 

白、 1N 

G、05N

126 

149 

0 

fO 

/55 

/lg 

to 

/ヱ/

2

0

0

 

I

3

7

 

20 
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825 生イ本中内セシウム内放針ィι今本庁

Neut'fo礼 Act;VCttl‘Oれ Ano..1YSI'sof (es iu.m i札 Hμ剛氏れ TI・ssues

回仙殻 ~E 生?先 o 山勝、 登
野鳥大f宇エ争去p 四-J急栄 作

tV必杭ιYω叫_~o:l礼 J fら4"-ん孔 古仰ム料品J

フォー lレアウトによ~ J苦境汚筆、ポよ 1f.'*全員千怜セシウんの体向最犬許事宮内問題と由耳詳

し之、/に体組織・中の帯放射性セシヴム内議/震を決えす 3ため l亡、放射ィι/j)昨音対みた。

試粁 1<1;人体組織友 0、1a '<:し‘ JRR-I によ り 3 自問勾断続照射(計 IS-時間/中性子

手lま11.-')( 10 11 札 /c帆'/Aec)左討=広川‘1-1.;_$ gぜ粁ヒL-"tli(S 't:して的 0・s?-g t令むカ

リウ山ジピ 7') 1レアミヰート E イ史閉した。 ~1トま下型月同国 t古制 I ヰ 1・・あ;i . 

照射、治安下し伝拭料依存t長時四謀格レ， Cs"担体 2.0削 3およ 1./Fe3
+ E述。んてがら.水

厳化十トリウム湾流ぐ中止。し"t tH 8"1V 守ヒし Z 昔、らが遇‘ ~I' ;;.良，:れ王量 t"r"， :6てらナトリ

ウムジピクリ lレ7 三キート海iえを加九 SDc..，，"一夜放置 lbl 場す~ o ~究反え~ ;_f ~'I レ、;ベト水

ぐ況LF.乾均してがら.これをメ今 1レイ γ7今Jレケ卜ン t 涛偶L-， ;幸重J政 ~:::tw 泊ノ韮年段

回し'1..~、ら J~ ，=海市耳L-，協{巳白少時 E 抑え~"t ~シウム苫波注;: ::t也、何l'L-"t がら '3ヰCs

(叫宮(れ， γ)， 半減1.月 2，3年I p: 0、66Hev)内放射能E:G Hカウシター z則定レ.持、

手拭粋ヒ比鞍レ九セシウムクゑ禄作勾化学的Ifk.寺l孟 8"0 "" 8S 0;.であ a0 

上tι内P:q付金件 1・・ 11"3 司セシウムは、 >~'I 史知宇劫 10 文句 GMカヴシヂーゼ 116cp胤

を与人 7':. tJ，'、 。‘ 13司人体処哨夜中町セシ勺ム I卓相川 o、o2. I^~; i色骨 0，1;ん3経 J!'1."ぁ
3昔、ら.もも々により測定勧考劫 30 Y.の {s，，"ツ 7 グラ勺シドカウシ 9-1. {史閉し t ‘;，~1定

説~ t ¥0 %以肉にヒぐめた。

13fCs 't:-1き存可 J;}を姥 It. 1年勺 3今去nt... "1事 . 1ま Eんピペ・-9放射{ネ司't-.....、セシウムタ

免1島幸:tr:. おけ 3放 射能町追跡 I W~' 糾ノ:tおよザオ燥さで ιB仏 504 1: づ"<.町 71レミニウム

喉牧税 1: よ3 :rネルギー測定内統阜、 犬長~ "，.. 1古 J5's"1.・・~ aニヒ〆判勺た。 ま尼 1;歩島 Lた

134c.宮 内~~射イι rT 的，!'t/j (三つ ¥1 ""'l. I事 Ad，'vi勺 6ぐ{仁，ため、 党会与指針 1iJ: "t・・まr....、 I ó~' ‘包及

枚板 I~ よ B べ‘ーヲ t車工キ tν ず- '" >制定、出J;:-Vリ十イケリングによれば;角えすべ.~毛今

... "多3勺下与。

lげ5イ体本の 月脆鈴港来忽包

局 6ぷt、 lげ34イ佃白 I 10肌1"'3J-'/.上司 4 司 6マ伺， 刊は， 0，7相 μgI I剛ルx， 3 J 7相 ?-!J -(."あった o

zれら円値 1ft 0ιk Ridae No.:tior..o.R. La.t.目昔、ら社;まれた放身オイヒ件よ 3人体中セシウム巧今

村{直よ可、 lま 3 語、 lニ低< 1. H， Tl'ptoι 寺町タ光 Ij)才{T '0 よ a~6 果に ifL "i 勺ヒ思われ"3 D 

7J..... ;t!T掃軍令詳細およい"軒抑 10つ川 τltJ 地~:I，ヒ今村静令および白木放射諸都中苧令にお

¥1 <.苧表門与え，，"為 do 
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826 
硫化鉛中の不純物の放射化分析

Activ.tion An80lysis of Impuritl.es 1n Le80tl Sulfide 

+日本原子力研究所

骨日本電気株式会社

耕農林省農業技術研究叶

矢島聖使+亀本雄一郎ヤ O小野田儀弘#渋谷政夫耕

缶 詰hiY8ojima， Yuichiro K8omemo'七0，Yosh仙台。 Onoda，Mas 800 
Shibuya 

1. 硫化鉛は近年半導体材料として注目されているが微量に存在する不純物がその性質を左右すると

とが極めて大きく、その微量不純物の定量が重要である。

演者らは中性子放射化分析Kよ b硫化鉛中の銅、ヒ索、アンチモン、マンガン、ニツクル、塩素の

定量法を検討した。塩素のみは非破壊分析法で定量し、その他のものは放射化学的分離を行念った。

いずれも r線スベクトロメトリーを適用した。硫化鉛精製段階l'Ct ける溢索含有量の減少を合せ検肘

した。

2. 硫化鉛試料約 1'I'rをポリエテレ Y 製袋に封入し、各様単試料と念らべてキヤプセルK入れる。と

れをJ" RR-1 中で 1 時間~3 日間中性子照射を行念う。{鋼、ヒ索、アンチモンの定量の場合は 2

時間、 1目、 5日間;マンガン、ニッケルの定量の場合は 2時間;塩素の定量の場合は 1時間叉は 2

時間;いずれも中性子東約五× 1012D44/田で照射を行念った)照射した試料は塩酸に溶解し、加熱

して硫化水素を追い出した後、各担体(約 10時)を加えた後、鉛を塩化鈴、硫11鉛として除去する

以後数段階の分離操作を行企い、最後に鍋はチオシアン酸鋼とし、ヒ索、アンチモンは硫化物とし、

マンガンは二酸化マンガン、ニッケルはジメテルグリオキ γ ム混として、それぞれを秤量し収量を求

めた後 r線スベクトル及び金計数率を測定する。

塩素の定量は試料を中性子照射後いか1i:る化学的錬作も加えるとと 1i:<、 r線スベクトロメトリー

を適用して行念った。

r線スベクトロはいずれも試料をポリエチレン製棒状ピンに移した後、 13/主化伊 X 2インチのNa.工クリ

スタル(井戸型)にマウントし RCL-256チャンネル波高分析器K よb測定した。全ての定量値は r

線スペクトルの光電ピークのエネルギーと半減期Kょb汚染の念いととを確めた後、ピークの高さを

標滋と比較して求めた。

3. 演者らの得た結呆の一部を次表 K示す。

試料番号
定

Pb8-2 
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827 
非破壊法によるイリジウムの放射化分析

Nor泊es七ructivBAnalysis of Iridium thl'ough Neutron Activation 

矢島聖使+0亀本雄一郎十柴是行+小野田儀弘*+日本原子力研究所

#日本電気株式会社
SeiEhi Yajima， Yuichiro K皿 emoto，Koreyuki Shiba， Yosh仙台。

OnorlR 

1 白金、ロヅウム、パラジウム、金などの貴金属中に含まれる微量のイリジウムを定量する放射化分析法を検討し

た。とれらの金属中Kは多くの場合微量のイリジウムを含み、その放射化学的分離法は先K報告した。今回は非破壊

法によ bイリジウムを定量する放射化分析につhて報告する。

2. 上記の試料はいずれも大きな中性子放射化断面積を持ち、中性子照射によ b強放射性となる。したがって短寿命

核穏を利用する非破壊分析法は行ない得念11>0 イリジウムは放射化分析Kよb高感度で定量できる元素であ b、半減

期 19 hr<D 1見]i-のほかに半減期 74.4 dのJ3'去を生ずる。賦料の誘導放射能はいずれも比較的短寿

命であるから、中佳子照射後適当念冷却期聞を置くととによって、試料の誘導放射能の減衰を待ち、

r線スベクトロメトリーκょbイリグウムを定量するととができる。演者の 1人は日本化学会主十 11 

年会1'C:Jo-いて科研サイクロトロンを用いた研究絵呆から、との方法の可能走るととを示した。

3. 演者らの採用した方法を示すと次のようである。試料の表面を洗浄後適当量を精秤し、比較標滋

としてイリジウム標準溶液 0.1叫をロ紙Kしみとませたものをそれぞれポリエチレン製袋K封入し、

並べて向ーキヤプセルに人れた。気送管を利用してJ'RR-1原子炉中で 1~ 2時間中性子照射する

(中性子東約 3X1011 rVO砂匂田)適当時開放置して試料の誘導放射能の減衰を待ち、試料をポリエチレ

ン製棒状ピンに移して r線スペクトルを測定する。測定器は 1 九イ汗X2イ庁のNa工クリスタル・

(井戸製)を ROL・256テヤネル波高分析器Kつ念いで使用した。 0.31、0.4入0.63.、0.80MeVの光電ピ

}クの高さの比を試料と様単と比較するととによ!Jr線スペクトルに妨害のないととを確かめ、定量

Kは最も感度のよい 0.31YeVのピークを用いた。

4. 既知量のイリジウムを添加した試料について、との方法を適用した結呆実験誤差内で加成性:ó;~

bたつととがわかったので、との方法が未知鼠料中のイリジウムの定量K使用しうるととが明らかと

在った。

実際に分析した結呆をまとめて次表K示す。

試 料 定 量 値 ( pp. ) 試 料 定 量 値

白金箔 1 390、320、320 ノミラジウム 1 4 

白金箔 2 1 00、95 金 箔 27、30

白 金 線 く8、く 12 金 <30、<30

ロジウム 100、 120 金 2 <30、く 30 
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自28 牛性子方丈射イじ l亡よるスカンジヲムとシ、、ス 7
0ロ乙/ウムの l司住吉良霊

Simul七回eousDeもerminaもionof Sc印 diumand Dysprosium by Neu七ronActiva七ion

-工業才むil'j院決完工業i札犠向t 0 i司宙 実
Governmen1;; Chemical工ndustrialResearch Minoru Okada 
Ins七i七u七e.，Tokvo 

臼本弁、手元珂九角 亀えよ雄一郎，紫是行，宇宙宗男
Japan A七omic.Energy Research In訪れ凶e Yuichiro K阻 emo七0，Koreyuki Shiba and Muneo Handa 

拡足元教の4'の微量のスカンゾウムとジスプロジウムを主迭にえ量するととを白的とした。

方法はす，t~子感知ヒ 1.議ス〈クトロメトリーの組必也でめって J イじ苧グ験11 汀在わない。

本矢吹では4-:><'10 10 1'1/仁川/s巴じり十↑佳子主試料 (1.5~ 85帆 g)IL 30秒向眼射し) 10秒の向 t置い

て 30~グ向計款を fうをい y 色うY<: JO秒間冷却してから 30秒向計喜久した。用いた計数装置 l;i直

佐 1キIYI仏与さえ i仙の#戸形 Nctl(TL)，結晶を 256Ch(，t1111巳1t:広島タ.i}j)砦 1<.埠徒Lたもの T、めう

て J 最毛勿Dの 3ぬO秒 K川 l之2.8巳山トh"，町州nn

{後A〉 フブプ、内、ラウン、箸管式毛ニタ一よ 1に工 1.保スぐ 7ト1レνを官久刻イ夢民L立士辻土 3 々札左手臭 1工とっ た。問えは

7，銀エネ Jレギーと半減期にトて行なし)，定量 11，之、電ピークの島さrr.!ってけ去った。え

量のさいに 11.)あらかじめ標埠iがヰを用同寸作勺 f二推量線(図 1)を用的花。

取扶ったよ農皮長岡(;iスカンジウム世.;'0・斗'"50 pp111 )ジ

スプロシウムが 2.0 rv 700ppm て‘ある。 1~ネスペクト)レ句

仰と L¥.福島県乏コロンフn及 47.5叩 9 から場氏写真を図

乏に示す。(図之から Sc24 ppm， Dyく 8ppm と掲うれた)

(
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図 1
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10 
0.1 I 10 

九素の量切g)

オ失量ゑ泉

(α)は第1回計私的{号九もの

め)¥"1 J争見計私tJ¥~ t号たもの

本法 lこよヲ， (S られる壮J~ イ直

の久動保執をど今桂皮 1<.・J、さ

〈て、さるかを炉 bため 1'-)スカ

シジウムおよび・ジス 7.Q シウム

の標準試料数凋 l三 表i

対 Lτ 前記の ft祈

法交通用 L，走 1

n:.示ーす支動{ゑ款を

得1<.。

2000 
〆戸、

円

U
A
U
 

ハU

ω
c
c
d
z
u
¥
的
判
立
当

Oυ

叫ヤ

d
時
十
一
γ

。
100 

cha.nnel番号

図 2. I I~泉スイク卜 jレ写真の例

変動体款の例および‘対Jもする光、電ピークの大主主

試料 試料 ゑ動係数 ピーク高さ ぜークゐ積

個数~ ( % ) (counts / chan.) (couη土5)

3.0りょ9Sc 5 易1回計喜久 3.8 ¥. 38 X 103 4-.3 X 10
4 

1.62μ9 Dy 4 
げ1回計数 2.1 4-. b X 102. 7. 4x 103 

;もユ回計数 9.5 2..もOXI02. 4-.7>¥103 
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829 アルミュケム箔中のコパjレトの放射イじ今村
A必叩瓦昨( A引件ω サら仇tcl庁、~山ψ郁子氏必

東港邑7¥(.走研吹付 ?事ヰ麟之助 弘仰い!e H~仏、

熱中性子主内、，て放射イじ fir. 祈 !*T う様、中 1生ラの線来 E 刻定ずる和め I~ 、試"*守 ι 向持

に 童三量色王女口句通畠者金属主主 τ照射 L て、とれ 1-=誇 主 主 主 恥 た 放 射 能 か ら 、 中 f生予線宋主計

耳す 3 方法成‘通常 聞 い ら 札 < : II ~。 了貿 J旨 b~' 、生物}fi._J.ト中の救汗重今完売 l之つ" ""(放射

dιdト埼咋e:ffヲ f"， ~祭 l耳、短時間照射(ミ、でほ 15 秒以内) (こ対 t て 1;1:金箱左用 u 、長崎南照

射(3持!前以上) 1"対 tτ1.1:Y 1レミーウム・コバ lレド箔主同" t;;. 0 本幸良令"'{，'td: ，之町

71レミニ 7 b.，・コバルト箔中のコパ‘ 1しト主‘放射イじ;"不TF主(:よヲ t 、キ域主哀τ'Aトボrl Î<o~

程d，'J: t匹、結果主主Eペ 3

告有料 ιl<:l~ 2.吋めi" 1レミ z ケム・コバ ル ト 箔 ( 尽 さ J O，OS相川)主 ιJ) 、ポリ工争

レシ T奇中 1<封入 L 、ミシ台。')'久争イヰ設のスウィミ y 7". 7・- I~ 型原予対(最大11.\カ 5M凶 j 操

業a¥力 0，1~ i Mω)中 τ‘ 1~ 2・ 51テ尚‘通気帯 '1~ Z i明い T 照射 Lt，，- . 照 射中性予線来 1;):

、ふ照射.e-(乙、ホ。 1エチレシ時争中 1: ， 9'9 1吋の金n;( 1事さ 0.02S...."')左 l司討し、との梅責喜

放射能か 5 計草し企結果、 4Xlo/l ~1Xlo'叫明jctrlγ.6ec. て'あヲ色。

斌粁ぼ、照射~~ 30.?ト放置 L 、y 1レミユケムの梼終放射自主(引1:キ耳裁量A 2・3.1.ト j'("線ヱネ

ルギー l・78Me.v )主ヨ賞、完走させ T"-~，良‘直平安 1;:; 100 チャン J干 IVt'線液晶 dトポ「穿 (NQ.I 7リ^5' Iレ

ダ X 3" )主用、、 τ 、ア線スペ 7 ト 1レ主安1.失 lnこ。 コパ・ 2レト。夫を lこI;J: 60"，C。のピー 7

(キ減期 10.5'1$ト j f'練工ネ IVギー 0.059 Mev)主内ぃ、毎 dトの計数l. 10!lJ.向遺跡 L ‘国上イ・

7トキ宇 l l i京放射能主家め、予め慨歩包含のヨパ‘ 1し ト の 照 射 1=よ勺 T 作賞kl七検量線 ι比較 L

T ‘域粁りコバルト A与を xtt耳 L t=- • 検量線主作製す 3 湯冷 t二 I耳、ふ会17t.イ直 1;): ，構塁手

i!s.射保伴、すなわち d 1 x 10'，.引jc'lrl'/ sec.の熱中性ラ線来!こあ、寸志 21n-陶照射"とずうイ長イキ l三

早急茸してプロツト LT:.・

一方、試耕。室長中怯ヨト 1:対 す る 白 己 温 存 侯砂来五妙味τzために、郎知をのコ，，'Jレトの

み巴 、同をのコバルト主 71レミユ?ム箔(号さ 0.025判明)ず‘両面2:ye. i敬 t ド t のヒ玉

、!司時同!!.?井rL l 、コバ lレトの場Jセ放射能 Z 比 較 l i: p~' 、両 j旨勺?色 I ê}: 2 ~ん以内ず‘タ告ん ι ・

自乙垂献の影響 z垂叫え t う Z ヰ乙 Z品種めた。

3 悶のみポ「今季E朱 1;1.'，欠ゑ 1:不し、コパ，しト A訟をは 0.35'6士0.002メT“あった。

w .. 切1ft Ivro.d.. T，，"，， Ne.t柿下I~〆 Ob也，.，JIioiti~l 1i........I，.eJ. Aet;，;+， .Co -c.onte.rlt 
No. M .. t.γt..l Activ.ty 2111ill， i.YTo.d.. 

at tldG品h、ffOp品血k目5' )"3 ぅ4
(相'8) <"""，.) (7I/crn'/sec.) (c/.".今叫)

1 Al-C， t・.1 1.ι 2..5 4.~宮 XIO" 16，800 26， ~.9 0 5.7 0.356 

z ， 1..9 2.0 4.99 X 10" 16，000 3ヰ，060 6.宮 0.358 

z M 1.3 1.0 5.50 x 10" 6，000 2.1， 82.0 4.6 0，5s4 

A，. 0，351:. 
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830 中性子漣蔽，中性子東変動について

Studies onもheNeuもro.且 Shieldingof Hetals a.nd the Flux Homogeneity in Gapsul.， 
十日本原子力研究所 + 十

0矢島聖使，亀本雄一郎，柴 是行，小野田儀弘
廿日本電気株式会社

Seishi Yajima， Yuichiro K四 emoto，Koreyuki Shiba， Yoshil】iroOnoda. 

1. 放射化分析を行なうに際して誤差の原因となる 1つに中性子議蔽と、キヤプセル中の中佳子束

の不均一とが考えられる。

放射化分析を行なラ時にはまず種々の量の試料を採取して中性子主主蔽の見られなw量の試料を使

用する手数をかけねばならない。演者らは W ろいろな金属について中佳子放射化を行 ~v>漣蔽の起

りはじめる量とその中性子殴収断面積の関係を求め、実際に放射化分析を行な争時I/C採取すべき試

料の量を簡単に知る方法を見出すととを目的として本研究を行なった。

2. まずキヤプセル中の中性子東の差異の有無を調べた。金の標準溶液(金 198.6μ~/ mt ) 0.1 mt 

を径 2C111のロ紙 2枚I/Cしみとませ、ポリエチレン製袋I/C封入して、キヤプセルの先端，後端，中央

部，中心部などに固定して、;rRR -1原子炉中で中性子照射を行なった。照射後各試料の放射能を

比較して中性子衆のキヤプセル中の変動を調べた結果、ほとんど差異は認められなかった。異なる

キヤプセルの場合は並べて中性子照射を行なっても、 20-30%の差がみとめられた。

3. 中性子迫電置につ胴て。 高純度の金属塊から、なるべく相似の形になるよ~I/C、いろ悼ろな量

の金属塊を切 hとり、表面を充分洗浄した後、それぞれポリエチレン製袋に封入し、同ーのキヤプ

セルに封入した。とれを気送管を利用して;rRR-1原子炉中に入れ、数分-2時間中佳子照射を行

なった。(中性子東約 3×1tL160E/国/8eo)

照射後試料を溶解し正摘にうすめ、それぞれの一部をとり出 Lr線計教を行なった。(放射能値

がほぼ同一程度になるよ告に採取量を加減して、言f数誤差を最小にするように務めた)試料の放射

能はすべて 13~ インチ X2 インチの Na.工クリスタル(井戸型)により測定し、 r 線スベクトルを

ROL-256 チャネル波高分析器(クリスタルは向型)によ b測定し光憶ピークのエネルギーを調べ

半減期と合せて放射化学的に純であるととを確かめた。 r線会計数率から各試料の比放射能を計算

し、中性子議蔽の起る涯を求めた。

用¥'"i't試料は金，銀，銅，クロム，マグネシウム，インジウム，アンチモン，カドミウム，テル

ル，セレン，水銀，鉛などもある。

試料が塊状である場合と聖母求状態で広がっている場合とで中佳子溢蔽@起 bはじめる量が異なる

のは当然のととであるが、施状の場合には大略~のよ号な関係が見出された

中佳子漣蔽の起る量(~) X中性子殴収断面積 (b) 今

キ 20
試料の原子量

ζ の式は概略の関係式であるととは明らかであるが、実際I/C放射化分析を行1J:~にあたって試料の

量をきめる場合I/C助けとなるものである。
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831 主叡式芋月震予カ祈見ヤfTホットライミ"の言笠宮ナ l之-:7'"て

D(守的 01Hct kI~o同tory o.t恥 1川千“，'1.f.r At."，，'.品，ty，宮yof R.i除:tou"iωsity 

主貫主大学7存、ラ力争苛え1'tr 。拡捕、1&胃・ 1馬Eシ主主事
Tatsuo附削減舟削d Teセ"07i航AISHI

~V玉ト')ガ型原ラ jヂ左 1ZZえ宇の~叙丈学&.予 P 狩究?ゲ(所j去兇:神者ぞい!来手量規賀寺大椅
町)1 1'珠予付pit為法投~ lてホット乞 1ν及ぶ試射化苧実牒峯を原付YjJj主侭に建設守で考

古ef/ れき免許の枇阜1<:'フ¥，¥1 殺をす~. (設計才色エ件当支看 I歩 ~fJk建設)
本 γ トセ lνI~ 照射用1::. l 1:.でなくイヒ孝用¥: lての T主持を肩ん すなわぢノ義.l):tカ100

J<JV司原子けで，司照射によってで.~ ~アイソ~ -フ.Z取扱3たM 弓毛のでI 最，t;to'o v.:. L 

t約 60キュリー経度 b"Jf~札える計事 κ なって VI ?。 すなわすミの壁 It)言才 9oc'l'ttの普i主

フシクリートで，ですている1}'"/少堂、 zタ歓 ~i長と 7 v /マク j、工iI:， ，~よク比差以 .z， '3 '" 2，与を
下i ~どはない。 *γ 卜セ lν の』ヰ旬のt1J本実 I ð: え 4野手;;3- T"ノJ最作はセルOJit.rfJよリ乏に?()伽

作 It1ftと?っ1:.l' ~操作 b、~õ("=-グしータ(三萎貴司、ち~ H A-f~) I~ よク合こ念わ*1>
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学窓勺主 1，~t.童 J; {， 司幹褐色Jヒガラスよリ手リ J その試射線通蔽耗 1<1:コンクリート壁 -.:1ま

li'等崎弘宇't.ft 1こしたの喝喝の控の J奪〈まつ作-tp分保持歓を:の枠によゥて遇政従長補つ

\.~9. 1千葉室刷の1(，.13:}写才 toc悼の量コ y クリート恥 Sで、きて会リノ と司晴朗 Id;操作i.1射

証的イ〉ヂ占ロツ'} I~ よちてノケープ外科申毛 Z ター持示~ !て与を?ヒみヒめ氏とてら'Jt宇在ロ

ボ肉イJ!]1"同きれて lれ I めて島イFすしケープ・内面'"d:4失祇ラ 4ニンク，"，，，-R I R若梓を柁した

μ ム1ず¥ctノi亀持?朱設作用 tJ，'l' ~ ~え 3 符ιiえし t 易量.房、引r '1" ~l肘き小生産すれ たRI

1 ;1;キ T デセ仰のま〉ニ手皇内気送管，:.よってケーフ勾 d私逸きれるイ士持 lすになゥてい~. ケ

由デを利明す 3実f賎免

E暗2苦i貫riιL(唯船yヲち/ペぐ 4デ11"十致Jネドヒノ直壬ヶλoc.... '11スリーダ&ィデ:;7"〆 2ネノ 率、よ F才え

尉R学実耳長室倒 1三 11.特JUl-l主主つ存する枯是正し〆法主主主サ'-， 究内イせセ Il/ft._ d告1"- I~ R工イ年管用

のピット〆 2本Tk.られ、 i t~ 二の.L I三 1;):: 1ピーム rまえ宣 l-cあ品。 W抑内照明 1<>氷鉱井をふ

f 噴乞音堂K よれ のぞき %E i主じての 1再動収皮 1'1';l.5"D IVクス是主戸支であ L 内却の唄え1])拡

i主.i.JI寺乙b鴎 h 排気の呼イヒ安置包 Lてゆ才え射イヒ学実験生のフード疑念、ち勺奈枕ヒ問H-，之ノ

?長〈勾キヤピラリーを空気5-1.万全容ノ最弐、のグラ穴ウ-，<--'フィ 1<./ ターふ「アヅ Y リコー J-7 

A .'-' '} -17¥ Ij_‘阜におじ t君主乞~ 1京l二なっ 1 あ、')1 之;:.J -1-:.止って聖地ずれ 1 いる.

吉丈身十イヒft"主壊を Ia:jt:.. 1" 101'"子VftIを決で，#':]7?'字'*ノネイ土上げ'1よ埠jにぜ=..fvうー十を明 M て

H ，Þ也が色レない i~ I~ し作。 1 -卜 lよ才ークリツヂセ &;'1/-台ノ肯リブオ Jf../ ::--ヤL受官')b¥' I ~ら

グローデォ‘ヅク久 I~ I ";;'偽えっ 11"~こヒ (:::ι たが/比技白7 ，も L ベ 11./ の R 工 Z 使用す 3 フー

ドl宮、川ト下方への淵す 1: h-いす 3ið~ð 賞与 l 'tフードの京れコ y クリー μむ k

t九 宅内..lfll，予え50*主1::'塊 2 一向 I亡メ美奈崎一昨寺保管ゆかめのコ〉クリ-~企ツのJnn lよ之つ
r~ ~ tノ測定宝イ1い担1皇-N粁保管明の叉"，0 _ス~ /考底 L たこに Ir笠監の気i五百j主1F特町
~Hを I急良工貯数年壬持 1"君主主ナし存ミ k 号 eマユ号事y 庄内?え針の 4寺たすべき兵でみ 4 ぅ.
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第 2 日
10 月 7 日 (金)

A 部 l手込三E

(午 後 の 音防

第 1 左ヱ3』2 場

論文番号 A29--A36

第 2 えZ3』E 場

論文番号 A37--A47 





A29 T .B P i二よる雄竹村主/レ極母抽出戦路

T九九.~.iMn 斗 1ル礼出却化チ M札他見 ωμ〆μμd らi T 8f 

白木農り研究7可 品藤をご高 給 キ 敏 久
keifi NA IT 0， TMk; 0 SU之UkJ

1氏未，崩戯画長、I~生為来す b わかヲ Y の腕弘 11詳細1\繍ぐられていi7 !l\'~ 減段以弁の面長嘉え
からのりヲシの抽且 t，'フ、、7_，111 ¥:ん t}11られ tいない。

牢語ら li~白金J:kl段通換手蔽，政畝ノ 1) ン西友，昨厳 t.f1:'の駿搭裂がらのウヲ""';レ事の

す白l1!， "&さえJナr。

権有のりラユル塩町かpjjl.1::'五lJ"t除草L友内駒場，唱が1制寝扶 ω事1普/T !? r護主場者千

主主全討し， 抑む機埠ハ τ--tえlz vo:1ap吋)('-(a.t')tmJBp(Orp二三在T仏X"Itt)(r 13 P).， (o'rJ・) ("あ

る二 t，tk治会 2がf"前料品¥物勺組成;t { T TJo:JNω'，_ (TB f)ユノ vo，，-c1，_(Ts p)~メ主よび
VO~COA ι\(TBfんであるニ1: t椎長 Ijc. 

主去りラエ 111 極の抽弘司持動 l立常 1守する酸の f白銀 L~ 1フ T若/ <:易響 zれる亭 fゐ 1) と

の効罪 tJHcf仏食生4官事朱かうのかヲ Y博虫に於 l11特 1:莞 l、、.ごわ 1，付{て醇蔽f リン政

院畝rjt守的帳、/'!t3島設か bη 棉tえで L1， と止ti;，の践の鎗11Y tウ手長ルイ才 ;y!e由緒1t
城ド制 l斗古川人主 ι勝れニ tIJ'" ~tX} 川る@

然、し fi1J~' ら/鍛çf弘司待Jf ~i牧成ではこれい号~~毒 !J J;t.軟的JJ、立し捕弘主れ島川'It!立
にI7苛弘cd.弘)2> -VD， COAc.)，. ;> DG込(NiJj)>-/ 一σo2d~ >す02:;Ott- 丹鴫持 M号られる。 よ号線位

'J: It ;/tぞれ ι予長、イ才 Y 吟}j(矧干での 7ドJ:I?0) 1I能l'~ 1 ヨ Il~止の・閥徐 1~為るニ1: jJ'''主自主オし仁

71 
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A31 放射惟アンチモンのイ仁守的j子働(そめ J乙)

The. Ra.cL;oche-mica..¥ 8ehιvioは'(S of Ri.l.c!.ioa..ιtiνe A礼ti-mo明y(P4.ft:u:) 

静岡丈寺教育守部
族身むじ守'sif:勾記試

。神j時間. λ 晶体温沃:/]:36-
To)¥¥.hiSa.. k，州bo..Yo..， γ... tll.k乱 δ』仏 /(o..yoko ShiOZo.Wo..， 

I )目的;J ~ I~放射性アンチモン ( IZ匂cLj:; Jひ匂ball句麗誠治決)ぷ 3価め 4のと

して精製J 札口ヰめが、久剖少 S伺 ø :t(懲 lζ変 1t して μ ることかt滞認;れ r~. (必靖、.

戸村:少対比学j_， 20，5: 神忌 jRo.aioisotOpeS， '1， / I Z ). ~らにや何なゐ遡~~俗
て極殿?豹究中の 3{品付丈射性アンチモン~<'S伺 lて衰ィとするか左達先 k t~. すなわち，荘守

の勲章の盛誠治得キヰ1~ついて. 匂 b(][)申'¥(~I，<Sb(吋 I~~i と 1 ゐ遺産t 基調ベ， それと同時ご共

存~ -tT:: sbc里)件放射倖)のl3~広ょが sbör) 司萱のあと k 調べ・て，吟も仰の生成横滑け本
し?こ.

:rr:)英、駿才法，{吏用し fて共射性アシチ毛ンl手(Z"'56("訓告bcLa の塩買農業求 ~Ij;支折能=
l~bS 帆乙/~ ) ('， こめ).~戒を樺育長lてよ ') ¥，主主 iごう 7めて夫、験1-:用いに

微量の sbt'lI[)を令~ -tとv:::I~制sb のす墨画員3患者更を之殿{切免責 I ~よ) ~茎えし、 その一足量主とリ也

面長νbえてt長政衆度 /11， 3/1， 6尺!Zt1の合試料港染左銅製しTむとれら試料議決き

主遇 I~ b V¥ Z)丈箆レ.MsbLVJの比戎安3;'Jαsb叩の減少量五メ丈箆E放1-:対レて銅八1<.

凶作(坊の少離測定法let N6γ'W!()，.羽A. B刊明e't I~ J ')茨喝(J.A哨.Che明 $01:.)7/，3107) 

主れTd5去I~準拠して1i .， r~. すな hち刈sh ~舎は挙惨殺の一定量3t6 M H 乙~ (zt1-

M~ιLz を合主・)渚戒Jご井jJ'r;J し， これをイソ 7
0吋。lしエーテ Jしと壁透レて IZ匂〈坊を刺広州t

しにそしてい加広7k_ðJ一文章吋片手レンゑEI~ とリ ， d手お皮高似体iてよ前放

しにー夕、 丹JI.A i~会共射佑~4ト;t)撃さ宇治た I~ づいて j司塚 l亡封殺し、試料申~/，え匂(り の

百令年在不めに. 1~' お 二の場令め計数I~ 鳩レ.試斜決{本今比重の差{てよゐ計激の表{とが
常現てさなかっれのて・補正し i~.ョtj丈併性の St(喝の童lifモリフ.'t.ン背広成法lてよリ比企長

室し「亡 a

:nr)結果:上;巴各樹墨画械度め謝ヰ?賊1-:.ついてめ/'J月1，わTえって室温1~ ;h Itゐlも(v)

め庄成島支を調べ尚喜来，遍路濃度以久3 叫呈そめ注点;速度がえであっ 1~. J T-:何れの拭

科lてつ以てもす字放射性川畑司菅 Id'芳しく?A.タ 1 ゐニとき認めに。~ i~)可滞菱の楊iM式料
込*，くづ ωて11，Sb(l[) az.余計外プロし'f:::(;めと Jd匂b(れ在ÞX~わ〈抑制 z れゐこと是認め
に以上め宇多い\ら匂b(り C!!~~~ れる曲呈ItìX O;)季刊、反応成構iてよい推定 L 1<. 

AUsb〈EJ-LE-一→ 反日bCV) (1) 

sbc回---.!!.:..工ー→ 56(村 f同

l.l" sb(m:) + s b(v)ー→/Z.ちb同十 56(1[.) (3) 

な印式'の反応(ごついて 130'YI!Yt'o '( (上氏え献)11髄燐2えがえ~ v;f呈支4献 k"'<.:f <・え
をこと h 示し士J司時iτJ皮吟夫験昔、ら場jj~宇め実験持来~\.よく説fl，FJ z:"~ゐとえ i られ「ミ.
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Vcvvù<ね机~~がせ待w札。ォS~.
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ヲ責措め/人 11.かフて?安背丈財能泉ヲあi困機樟主解研す』回自ク f令フグヴ A物費君、う君主沈 ぞ

れ』ヲドシの重につけて冴究L.[0ボ: 百の際味「賀クJ佐J買や伏、第 1'( よコてヲドシ勺放出育E爪‘

稚々 ~1ι す A て乙を明ら /J\ Iて L.((0 吃の慢さらに媒質勺作費ぞ』丈集 lてよ J 淡~箆瓦初々々
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シ撃を測定，-J， 

放出されたヲドーシ Eヲド、シ計に導入可 JI( 1'&従ネのヰヱリー再えをうヰf寺中べ 3更f責fをに iTク

切払 l亡例えて‘キ~ðJより/ず i盈を渇在どと1/? C: .)ナた。 こめ場企極左岸犯して 9 rfれが存

i阜-z."fiフ τt話、活 L 凋じ特集ポf早わ机 3. .， ~ ~ち 3十月毒JK5震;責;:， 0 ${党ぽユ 0.2ん託仇J 之
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づ渉担"'J，¥，乏 7島槽!亡的/甲子l句保持 L章宏伏 をづ並立幼封 Lrラト〉判 lてラトシ五導入す 3 よ

うにし化。

ュ ;芦l史紡味 L おのヲゲ\'1ム治衆 l二極 fι 万 1レシウムを吃似吃‘仇 I~， 5-J， I 0 J， 

加乞私 tめにつけて刻是可 jヒ、 守:1--，) -殺崩封昔 3，;; 0ト沖棒 Jににつ 11た古今亡 2 OO(乙

イ/草子l旬イ閉ざぺど食毛めにつ 1) '(毛!相手山崎じ笹川 れら的リムル材ら仇 Jo 之の t ヒ
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九に七星p~ さ臥日 11 i:て E示1'， 成問先ナトリウムのが易沿ご、あ Jι:や持久 3 0 ø漫三貴f受~' tiJ 

勾ユ o切仰木f判制時勾彰得~ t砂めt.}'lρti約、 ュoピピ測定干 J ~ #.i，_ 5 Op: ， p.， り，

/ 0 O Z“見れ t(_-tA丈的呼， /k， 2hltt高f川 J， Ml2 )09=の量 E多く可 3乙知it;t_長所持番toJ1::: 5.成

'1，. 3. 現lえi昆設3 0 i， j-0 にども同本長今廃1j手71¥-今られ J~\: 放公費がユ pμz";.野是 ι

た略かよリも多 υe

ル~2 $04ιGt c.f..2を同時lくIJilえた試料につけ 111 ~2SC区 I ~ぺ白佑左吃れJf_"4l 1)， f!， / 

o ~ i 1JU仇 tのぢ河川約三 u、OdA弘M イ定時みれ言削 l宮尾会 C あコたa 亡勺伽

;~被汐ル L りムの紗 ~f9 I J: 生成し fユ ()o M~ 50<，(ダラ fシの放出量 E秋、じ‘さで 3ての K..1す/.，

Cq ce21t ~2 SOccのミの*Jf/~防長E す A かのようて巧立。
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決渇シンチレーシヨ Lη ウ〉ターによ~ Cs司 J37の測定L

Measurement of Cs・137Activity in Solution by Dipping Scintillation Counter 

0仔i:，R正事ミ-t:平田 T専行.開制正一，田野手ミ

Masami Izawa， Hiroyuki虫subota，Shoichi Kawamura and 
Minoru Tano. 

依射線医￥総合:A青史片

Natl. Inst. Radiol. Sci. 

A34 

我々 1孟フォー Jレアウトゑどの人体への影響乏 L らぺ~ -J震ヒじて反中司 Cs-1.$7司調査を

行ってける。 ぞの埼合 1紋量のどs-73'7叩測定桝 1戸手である。

微量のふ/37拘束"定 1まふを純粋に分離し， 1氏)¥'ツ 7グラウ;;.，，" G-門力ウニタ←で関l史とす

る こ と 王 可 能 で あるれ， か融操作がはん雑志のです教のすえ斜の処理!こ 1;1:不遜ちーであ吉。

ζ て‘測定 l誌 C5-/3 7 の暗殺程 8 a.. -737"，しの F 放射能 lごよ~こ 'c <:し， かっ， 国保可制J鮮 の 測

定に 1;).蒋をの l沼駐を伴うので， レシチレータ一色決イネ拭料中 1:::混減じて 5則定すヨヲラ i2，"8 " 

九 そのための言 語修件乏般討した。 宅の系古来 l立尿中の Cs-13マの分析司み及らす、〉

育文射首もの i~'1 :之に利 i羽てさ 9<: ?号えうれ 3。

装置は米自 RI DL製シシグル手ヤ〉ネ， Iレ)¥0)しスハイト 7 ナヲイゲ -1Aぴ実白川ーショー

翠 2"X2' No_I (7之)クリスタ Jレ乏主とじて用 UJ J全長または針でふー Jレド L た. Csのフォトヒ。

ド l立向 8cprn.て"あった。 i受U責のうぢ L昼、 lまクリス 7んの問団の L告と

~ 

す対警の F

- ?司君Pかのパツアグ?‘フ〉

層の/写寸 b"<:等心ぐ危 3ように ιた。 フォトピークは o.66M色V 在中lt.:;~こして 0..s2 ~α 8"2 /'1 

こ;h.よク f!.¥エネルギー /;J:

計

eV の f古}ぎ℃づた e

tnった。

結果主因にまとめる。吉十紋効拳 1ま実雪によって変化L.， ~誌の比重(主リプグユ破 7 ンモ

ユヴ h の合量〉にはよらな¥I。 こ の こ ヒ 1;1:'}ぞ戸車ト勺 i.ms.とに誌 "τ 非常 Jこ便利である。 jえの量

的増加す 3 に fえって全計教知孝 1:対す 3コシアト L 司持喜子の制令出増加する。L.昔、L.，

数初 孝をあげ 3ために コ::..7・1、与の亨Hトt含 め て 問 え す 否 こ 之 1<1:iEs産 忍 耐 え の た 品 Jこは

の向をとり，コ〉アトン 1立 0.1之"-'0. .s2 /'1色 V

踏ま Lくみ、). 

こ れ ら の 結 果 ホう J ltr cん1のどs-737さ含必言者対応決 1~左 60 骨一叫 1・ S 7. の府皮 τìi!'lえ

て'~ ~二工時てわかった。 この試料

i零?えを 500mP.に濃 縮すればおかで・

60かで 3%の精虎で決!是6'<:
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5"%， 

可能 τ‘'語ら ~o

'*中のどγ137 I証券通 2，0~ 30/，1' C，ム
ぐう い含草れて l) ;:;. -ijををは尿 70

1つの殺体工じて"

3句で， そのやに念1.7h. L 1 1 ~ Cs司

13"7の量は是可 200~3oo t'r C. で耳ちる，

;:;-oo-m.Rの除決ピすれば'60分、

て 5χ の揖 flτ"問定 τ・き 3 ご Y 創'

わかった。
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A35 核分裂放射性務ガスによる結晶構造変化c研究
The Use of Radioactive Fission Product Rare Gases for tbe Study 01: thejCb田 ge
in Crystal S七ruo七ure

日本原子力研究所化学部 矢島聖使， 01行投純雄，亀本.-郎， ~興 是行

Seishi YajiJ四， Sumio Ichiba， Yuich仕 oK阻 .emoto，Koreyuki 
品 tba

Ha.hn は天然に存在する放射性ラドンを使用して ema.na.七ion 法を開発した。との方法ではラド

ンの貌核種であるラジュウムまたはトリウムを障者料と共沈さすか、または試料に洗婚さして、燃料

中にラドンを合体さす。その後との方法は、沈澱の生成，級品構造@褒イt， 11-解反応，園相関反応

等の研究VC応用された。しかし、との方法は化学処理によ b試料を蘭量産し念〈ではならな加とと L、

測定器の来発達のため、発展しなかった。核分裂の現象が発見されてから、核分裂生成物中の放射

性稀ガスすなわち、クリプトン bよぴキセノンを ema.na.色ion 法VC使用するととが示唆されていた。

本研究VC:8ゅでは、結晶構造中への核分裂放射性稀ガスの合体法治よびそれらの 8ma.na七ion 法

としての有用性を、数種の hema.七1七e宮町料につき X線高温カメラを併用して検慢すした。

核分裂稀ガスの合体法としては、試料理骨末と酸化ウラン粉末との混合物を中佳子照射すると、核

分裂の際む反跳エネルギーにより結晶構造中によ〈捕獲されるととがわかっている。しかし ema.-

na.七ion法の場合 VC:81/>ては、高温VC:81/>て試料と酸化ウランが反応し、 hea.ting ourveが妨害

されるので、照射後酸化ウランを除去しなければならない。二酸化ウランの微粉末(粒径-0.2μ) 

を含むホルムパールの薄膜の細片と試料粉末とを混合したものを照射し、照射後金縞によ b核分裂

生成物と合体した試料を容易 VC~ト騰するととができた。

hema七1七e試料 VCよる実験VC沿いては、 r-hema.七1七eが a-he皿a.ti七・ vc結晶構造が変化する際

加熱曲線 vc 顕著~ :p e a.k が見られた。との温度において、給晶構造が変化するととは X線高温カメ

ラを使用した振動法により確認する ζ とができた。その他、 em a.na.七 ion法 vc よ~ hea.七ing ourve 

よ!'Jx線廻折法等により検知し得ない徴細な差異を知 t~るととがわかった。また本法の物理化学
.}生

の研究分野における有用践につ wても検討した。
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A36 核分裂反跳により黒鉛中 (fC捕獲されたキセノンの拡散の研究
The Behavior of Fission Prcducts Captured in Graphite Powder by Nuclear Recoil. 
F凹 therS七udieson七heDHfusion of Xenon-133 in Graphlte 

日本原子力研究所
化学部

矢島聖使.市披純雄.亀本雄一郎 .0柴 走行

Yajima Seishi， Ichiba S閣は0，Yuichiro Kamemo七0，Koreyuki 
Shiba 

従来、黒鉛中の核分霊誕生成物の拡散の現象は Fick の式に基づき取扱われてきた。しかし著者ら

のとれまでの研究の結果、黒鉛中の拡散の如〈簡単に ArrheIii込唱の式に従わないで複雑な挙動を

示すものは Fiok の式をもとにして解析するととが不適当であるととがわかった。したがって本研

究にお wては、黒鉛中に捕獲された核分裂生成物キセノン- 133 の拡散を、従来とは異った方法

によ P考察した。黒鉛中の欠陥にエネルギ-Eで捕獲されて回る核分裂生成物の放出速度 Vは次の

式で表わされる。

v=-詩=開示ξpu，4yμexp{ -干芋} (。
とLに、 n : x とx+ dx および y+ dy の範囲に捕獲されて刷る核分裂生成物の数、a. :黒鉛から

脱出するために要する段数、 ν:桜分裂生成物の黒鉛中の振動数、 k : Bo工七zma.nn 定数、E]):核分

裂生成物の拡散の活性化エネルギ一、 T :温度

いま黒鉛試料を加熱して温度 T)，時刻 t)における核分裂生成物の放出速度%を測定し、次 (fC試料の温

度を瞬間的にムT だけ上昇させた%において同様に放出速度ちを求め両者の比をとれば

ぬ+E=413f?-10 g ( W / V E ) ω

となる。(幼式よ b放出の活性化エネルギーを求めるととができる。著者等はウランの核分裂によって

黒鉛中に捕獲された Xe- 135 の放出の活性化エネルギーを天然および人工黒鉛の試料につ抽て約 3

0ト 1200・0の温度範囲の関で(4)式により求めた。また各種の黒鉛試料の廷ea.ti"ng Ourve (試料を一

定の温度上昇速度で加熱し一定時聞に放出される Xe-133 の量を時間に対してプロットしたもの)

を求めた。以上の実験結呆から次のととがわかった。①黒鉛中の Xe の放出の活性化エネルギーは筒

、単~ Arrheni~主宰の式 (fC 従うようなものでなく複雑なものである。②活性化エネルギーに関しては天
然黒鉛と人工黒鉛について差異はほとんど認められなかった。@実験を行った湿度範囲 (300-1200・0

に沿ける天然黒鉛からの Xe の拡散量は人工黒鉛に比べて著しく大きい。とのととは Hea. t ing Ourve 

が活性化エネルギーの分布を示しているものと考えられるがその Xe の活性化エネルギーの分布によ

って説明される。すなわち、天然黒鉛では低エネルギ一部分に Xe が多〈分布するが人工黒鉛では高

エネルギ一部分に多〈分布する。@等溢拡散曲線陀おける‘速い'拡散と・還~ .拡散も同様に活性

化エネルギーの分布によ b説明される。
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C1U3- 171 0.8 46 0.3 

;jf竜 ~Ö 耳E 4160 20.2 2640 15.6 

'l'OTAL 20631 100.0 16886 100.0 

会制内 1f"JtP~j.可 車輸下tJt及叩帥
I!ET~""ON( %) 4-~J .. '・ ~.II 'J a.. l 'L" £且ー ω()i 

5 min 120 min 2040 (0-5)x 20 0-'5 

20 tI 90 " 3280 ¥ 0-5)x 20 0-5 

7 " 90 " 2930 (0-5)>< 20 0-5 

22 " 110 11 2110 (0、5)κ20 0-5 

;吾首早畠lt 99 11 19300 1150 5.6:1:0.2 

11 169 " 9620 541 5.3土0.2

t ~，、.， r-ン岐阜。凶勾比吹)

1 f?EUNrtON 材搬 '8，.~冶格維

、"r'ン 1I固羽照射)(却を初)1，'"'' AWVITr'1係y 珂克広

5~6 (l 1 15~20 肴践‘事.. iA.'手

~ 20 ~ 1 1 12 ~ 20 有義.包a 古川、

~70 ~5 I ~10 ケ命 11<崎、 1ふた

1) 希1も白事例 官 "1 e ，f...!; ~ 11 ~ Ii< lt. !.. J 的 3 196 (19.rり
~) ~ t長 !Ii，守a 像免 oIι~Z 回 }}:Jtrs t -'; H 1車令湾込，1{，畠P(1 r .r~) 

J) κ工的CM.-ふ岬v """.，(， O. cr.的んι ， c....... J. CAUm>-ソ三Zf6F/fけ n)
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A42 
コ吋 tレト鰭会，1.... ホ吋ト 7 トム ι~ 事キ帯~ lCヌ Zμ' ト宮予〉芦与=-トロ干ト守

7::.軍〉錦屯 Hot -Ato"，"， C!..e帆 istv-y o-t c.ob.d-t. cD""'l'leκSalts'I[ 

.......・ 司杭d 丸、島日岬- J)i判i1:，."tetr司帆'"Mi M e C" "" p 1 e)( S a 11: s 

唱F穣イ吉耳障.。宰都文肱，稼里子戚男， 4在野 T奪取， T~ 健
東穴書室イ巳

N.Saito， τ.A刷 be.，"T.F凶 JI帆"， H.. S '"帆'". T.寸0 制 iIHala

iス瓦 υ.~ヲ〉スき- -トロテト亨'f' ::..さ〉コ 1¥" I L-ト (111)童;首会星主書，p，-中・1宮子~，l!' ~i l ， コバルト

原手前(へl")反応 1: J: 3 ホ・ν ト7 ト白書。果主調ベ1;. 訊:料(硝殿場)11:了間・ 1 ....水平安膿

孔 γ 数時間照射 l た町 ぢ 3 住民物左下記町三種縄問有識 1::: ;: ?てヲiil嘗l ，% 7 手 7 ;_亀〉

の“Co1: s:る 放 射能主剰定 L ち. ~ 1三 Co (11) .... 7 守守王宮~ I~ ""'7 II -r } ユトロ';-"R屯童書 l主

主1) e守1γich.帆邑nt千a.ctoャ左司とめたじ=-;， l!;'!-;'巧‘ 1:0 ;1'.ν ト 7 ト内紛果万「升，ヒ晶玉れ

色

'n臨豆電 (1) 試料，，?i<，場企主'R-Na ~ 1: l t': Dowex -~O W 1 )(- !i' (100 ......200 .，.，，_esh.) 

~~ 15 帆 1 1:'遁 l ， 0‘3'1'-1 Na.C1 =容戎 (ft イオ~ +中世分手主主容鶴)， 1門 N a. C 1 

審車 tトヲシス錯イオシ， 's-叉舗イオシ-1" Co (u) 主 I~買》欠場韓) 1 3ι 旨ト1N a Cl ;:寄末

τ・・唱Il皮副書韓 L ち 1M NaCl .， 7ヲヲ王室 L 向後半 1'6:， c. '"ωj 円干具体't加えた町ち 3

NaOH 主宰来て・乙'"(.11) 玄主党服セせ" ~ ^錯イ;;r ~ ;;s、もづ守離 L た.

(2) 1< -N H.. W d) J)"， we.x胸 .!;O¥¥.l， )(-8 (1.00，.....200帆 es h. )約iS州.1，::訊'料...11<.寺東

定通 L) 0・3t>1 Na.C!;;容 Eえ Cr{イコf)... + 中幅令号車場韓)， 1M  NH..oH +止lY1 ';(ロ L酸

落事(乙μ11)，ト可 Lス錦イ方;:. ，包ズ錫イオシ主吸収諜離)， 3 '" S lY1 K Cl ，"害健 lt:. 

(3) 0 . 1. t1 ;.... '"行政 7 ~宅ユウ白章容喰 1 電解智弘 L 't， ロ紙管君主咋動唱，':. t ~τ 詞料自分

車量 itf〒 司 1:. 

結果:各 797'3-翠シロす:rl " I τ~.... ::.ち 1s“Co 円枚射能的令布万，"f耳Eれ花.

乙 文 骨 塩 トヲレヌ錯哩

F蜜イオ〉・中他分子 '̂ 6 V. 3 - 6 .;. 

Co (.11) 日 4ト0 宣言，.....4<ト

乙ズ智イ才〉 41......46 1.，.....守

トヲ〉ズ宣昔イズ~ 今~ワ 斗!>~ !>7 

之-1"， '3十イオ~ 2. "'"ワ 0...... 4 

寺内 Att ム i 全 0..5
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A43 
コ Jバ〈むlルレト省巷宇孟の亦 d吋1巾トア tムイ化巴-寺字 (~5 報) トリス.~)(ヂ jルレクí勺《
トい1)はス.苦斗ト白ロ、y子7升トヲ引ト錯植 町

Hot-A叩 Chernfstrj.~ Cobalt C?rn~l_ex Salts V 而s-o!i削t~I~I'yO)(i附すが
nJ. Tris-nitro~onaþnthol ato・ Co同tlex'es.

者藤{苦海 0 事主催 佐野博敏

N SaitO. 工 TorniYla~a ， H Sano 
(章丈宛ィヒ)

ェ薩~êi主的配信 ~A を宮(; Co 何習の錯-4.~中枯手掛射~ i-:. P索内コバルトの it，、川 7 ト

ム知事 11A 1)ミヱヂレシ:;)'1'三シ 1)】 グリラシ穆イズァ Z)3 アゼヂルア也ト孝一ト ZJ3 方キ

ら不 r ト呼 ω 場~ 1~ ?肌て 11観 1-; l 以苦ず I~ 報捗"1 "j1. '(ω るa 筆活ら 11 CoA~ 'II，k' 11錯温

-{ A 1-;.ジメチルゲリ;tキラマトイ if'/ I 1 -::.トロゾー 2-ナ 7トヲトイ ifシ又 112-ニ

トロソー 1ーナフトヲトt1ifシ主 宰むもの E それ託、、 ~tþl陪~ ~，~ t1 ~ 1.コバルトハ亦ザトア

トムイヒ守の淵託宣行?i:" ;$報の詩$1:既知れ屯のJ!;..i>' ï'/'.. 報~) 1-:.宮司れる方キザ、ヲトイ

才シ 1"-1 いての持票~ fl)わ也 τ比較l..L 1ftら CoA3型 錨 盛 lzFitpて白 (11)的栃{9ーゲ'Yト

がらタ有意訂能fI扱射I~主コバルトの事I} 容が配4主手 A の穂領 1'- i 1 てぜの J う 1-:. 寝 4ヒ可~ t' 'E 

棟約した。

材料錫場(回帰) 11 J R. R-I 房、手 1げの 7ドヰ~臓手L J約S時前中純子f.書I宮北tT-::。 ト1)"̂ 
ジメヂ Jレグリ方キ予マト街場 l宮， RRBTfi ロ訴事長掠脅15去(俳磁場緩借来立 11 1 %唱ィヒ

ナトリウム 11<.1幸予定申)， ぺーパーグロヨトグヲ 7ィ (1'シ毛エア・メタ)- J);・7也トシ

~降雨制) 1 ~i- l基袖省法( 2 - ::.トロ γ-I -寸フトール E 耐ぃベシ d シ I~ 柚虫)) ;[釈

諸(0‘1 M N a 0 H .;: Co2+ iヲE殿 j及ぶイフfシ手t:f.畠働時現 fJ.;:を隅ぃ t タ一円戸、、/トから Co(11) 

の紗の掠射能 i1i離 L7::0 佐風、 Ll'二椋肘I陸コバ/{.，トの 45~ 5"&メが、 102.碍設の撮描帰宅x
-{ Co(ll) "t. i '( fi智正 1.rt I ;t， ''1トアトム知事。ご捉れられた。 1-::.トロゾー 2ーナフトヲ卜

及ぶ 2-;::.トロゾー iーナブトラト錯温イ 11~号待抽出予去に i 1 1.淑射 I~:tコバルトの 10----
16%が 102.以主の議、備品紋{Co(11)三 l-'( Iff槌'.rt， zl(1_らについて毛糸、yトアトム動車

が謀れられ?と@

iK 'Y トアトム知畢の淵克~.，ft f-:. Zれらの CoAヲ型錯場 1-:.i'Iいて (0(11)l: L t 1i槌司院 η放

射 J陪コバ Jレトの事'J~! 比較有る￥配 f1Z ~ Aの守手昔の下幸い毛の i幸正白 (11) t L t勿普通可

能u事1)告がか 2くηリ併?'( Rete灼tionp{ 増加する i~t 向 b~ I十三釣ゐれる Jう.(I)ゐが，

Zルれはす、ザトアトムの及品の横識を指定まる上ず腰味。:(tlゐ.

女献:

1) Zuber， A・J LJ5AEC Document， NYO同 6/42，BNL. 

2) N ath， A'J Shanker， J.， and Sl'ivastava， S.8'1 Proc. 2V1d. IVltern. Confe陀 nce，
Peace干tAr Uses 0干 AtomieEnerq;y， Greneva，三.Q， 5'8 ( 195"8) 

抗告轟，佐野，事 1'I'， コ(i.'JJ" ト錆嘩の忠Vト7 トムイヒ掌('il'G報人 目4ヒ掠肘H;寺討

繍宝諦惑 (1~60)
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A44 コパ、lレト安着場ーのオミットアトムイじ学 第6義之 オキずラトタ昔掻L

Hot-Atom Chemis七ryof Coba1t Comp1ex Sa1七s. VI. Oxa1a七oComp1ex Sa1七s.

東主丈学芸里挙部イb学 斎藤信友o位野博、必富永{建
Nobufusa SAITO， Hirotoshi SANO and Takeshi TOMINAGA. 

Hoffman すよ 1ハ:、 Martin止) /;f. Kョ[Co(ox)ヲ]ヲH20 主義ヲマoMev 9γ 線ず~~，射
し， ，9Co( y， n)58mCo， 58'Co <J) えたず広ず、る放射性コパ、 1レト句 9マ~ 100 % が'不ツト 7

トム初果により Co (JI.)句 ~i 港、 τγ専られ 3 ニ ιZ みている申f; こ司合骨塩q 59 Co(n，γj 

60m COy 6UCo ZL去る、 l二よるホヅトアトム勃果司珂呪)/-t-今回手 1、、針乙なれ札 Zいなし，

( '1， n) 及k'~ (孔2γ) 及え、 l二あ、け 3 コバ 1レト殺ヲト αt_動エキ lレギ-I'!， 1走者 1:ル較

しZ前活司芳〆丘:偽l自与 l二人きい. しれが， -z向話した 1-:'i る持果色比較す 3ニr.1芋， 応ット

7トム均果の何?し」二勝味匂あ 5 ニ1< 1:0考えられ:3 今回 1"，ニ a 目的 iニ加え 1P 5 判二段程

司オキザ、ヲト針極いお'げ 3ホットア止ム効果左利主『によじ軟す 3 たJ>! I~ ~/lj安志品、ユない. 手

h 主4純里 15 Jロム司才キザ、ヲト緒 yb.1二品、 '1 ;:， #; ~ 2) l: J:じ草えした.

用いた寄託料 l宇， Kくヲ [Co(ωox)与3}5卜H之0，N刈Hイ牛 [Co(Nサ州トH↑匂ω3ρ)z(ωox刈)之]HzO， [Co(NトH匂ω3)λ4(ox)]Cl
あ釘、よ 1/'がメJ、 N州H斗μ[C凸o(州NH，可)z(川Nサ泊Oω2)2(ωox刈)]H20 日婦F塩孟g. イ号争 手仏吟:t JKR-l eて、、約 F鴎闘マ判'r

手2♂拭Eι、射レたも尚 τイ、あ 3 づ少令繍高融在t場鼻作 l月古主め事---1:- C z， J:..誌紙粁勿 J え撃を七う 7ド1::.苑かレ

τP イ;1:;/えf~与認す H55会 l 三よフ T久 [ Co ( NH 3 )4-(OX) ] C 1 1::対し 'l ]1 悔イ íf::.---- 主キ争相>>~柱乞

閉 Up 宅司他的ものについ7. 1宇|者イ才 y え4持病~~本主主開 .1 r-::.. また事ム司令総予畠 k し7.11， 

ロ紙軍皆Lシ氷雪月予主主 l羽 M ， 早，&f:;11 ロ車内j:.~併売ι主加品分併i生-p dzトロソ pナフトー 1レ司ぶ

酢級品戒を噴霧 L-7 ふ‘ニ h た. こ司耳芸名位置 t拡射舵ヒヌトグ'ラぬ岬対浮から， が、ソト

7 トム句星和、あきら川::J-t- ~ d?j i?れ尺か) ~ら 1:: イズン支域樹防局 1“4'融レ化ふ訓ィ守 l乞フ

、"1.)婦イ 7〆を敵t、冷静{えニトロソ RJ晶持 I-=-ょうコ 1、、 hレト司比色えt2: j:ニ守 M y 

Enric.hment Fa.c.tor fもl:M た

ニれら a材皐l: L-"1.) 60Co 舟的 70%以 J;:_J苦 Co(ll.)日 ;1;(ij. -z・1弘ヨれ f-:.. たた‘し

トJH4[Co(NHj')2(NOz)ょ(ox)J H20 ~場イト 1:: 11 Co (ll.)司都分/;;削升的 1:: 1J'どぐ拘 JO % 

耗茂2、、;t;I; ， こ同値};t才守ずラト緒極α僅ハも，ユト回ア Y ミ;/緒塩J.，_;r.. '1 dイ車 3) J工

iιぃ:s~ J-=- Retention q 佳作つい 2も Nト14[(0 (NHJ)ιCNOz)ょ(ox)J H20 ul渇イト lて

他国ず苛ずヲト併必品位 ιj¥li<c、約 40 %) ;;:-トロア y ミ〆婦忠司イ車/.，:1ι11 手た y

句ム::r:rザヲト倒産l乙耳、ぃ'-()十 bれたよう jzF ヨイぬ m婦降イ才、/。温d;1'1..わレたも司守、少

11 i 偶 a 降イ;1 ;.--""j長p~争/~ 60 Co ul令布か、、dチヤれれら i並Jo. iイ伽街路イ才〆 a越えι向守

したも崎市与は 2イ勘司?宅イズ γ 司却必J:: 60ιo q 少布，..-J手kんど、がらすじか M ょう'2"ぁ，た

え泳、

1)・ D. C. Hoffm回田dD・5・1!arもin，Jr・， J. Phys. Chem・2生，工097(1952)・

2). 希議，昨喜子，詔有<.，婦塩{tJ号事守檎令(イム台) ↑ q60~ 守月
3)・街首長， lzk， イ草野I:l手イ6 字公茅 13~々 L 責主 ) H60-!ヰ4月j 不討鵠公募 4すたそZ与し
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